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天
皇
盃
第
72
回

　  

全
日
本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会

  

皇
后
盃
第
54
回

　  

全
日
本
女
子
弓
道
選
手
権
大
会

  

第
12
回
鹿
島
神
宮
奉
納

　  

日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会

男子優勝＝石川嵩、女子優勝＝金田由紀
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日
本
武
道
館
の
高
村
正
彦
会
長
が
挨
拶

を
行
い
、
続
い
て
千
葉
県
教
育
庁
教
育
振

興
部
の
鈴す
ず

木き

智と
も

夫お

体
育
課
主
席
指
導
主
事

兼
学
校
体
育
班
長
が
熊く
ま

谷が
い

俊と
し

人ひ
と

知
事
の
祝

辞
を
代
読
し
た
。
次
に
土つ
ち

屋や
は

元じ
め

勝
浦
市

長
、
松ま
つ

�ざ
き

栄え
い

二じ

同
市
議
会
議
長
、
最
後
に

国
際
武
道
大
学
の
髙た
か

見み

令よ
し

英ひ
で

学
長
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披

露
と
続
い
た
。

　

第
２
部
と
第
３
部
で
は
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
に
向
か
っ
て
左
（
南
側
）
に
縦
２
・
５
、

横
４
・
５
ⅿ
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
上
映
会
の

た
め
に
設
置
。「
研
修
セ
ン
タ
ー
未
来
に

残
す
改
修
工
事
の
映
像
」「
武
道
学
園
︹
勝

浦
分
園
︺
写
真
と
映
像
で
綴つ
づ

る
五
十
年
」

と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
10
分
程
度
の
映
像

が
流
さ
れ
た
。

　

最
後
に
日
本
武
道
館
の
森も
り

英え
い

介す
け

常
任
理

事
が
閉
式
の
辞
を
述
べ
、
記
念
式
典
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

大
道
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
武
道
学
園
の
生

徒
41
名
に
よ
る
「
武
道
学
園
創
立
五
十
周

年
に
寄
せ
て
」
の
手
書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

掲
示
さ
れ
た
。
学
園
関
係
者
を
中
心
と
し

た
出
席
者
は
生
徒
が
書
い
た
思
い
思
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
眺
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
の
開
設
五

十
周
年
記
念
式
典
と
武
道
学
園
︹
勝
浦
分

園
︺
の
創
立
五
十
周
年
記
念
演
武
会
が
︑

日
本
武
道
館
の
創
立
記
念
日
の
10
月
３

日
︑
同
セ
ン
タ
ー
︵
千
葉
県
勝
浦
市
︶
で

厳
粛
に
行
わ
れ
た
︒

　

記
念
式
典
・
演
武
会
に
は
︑
来
賓
・
関

係
者
115
名
が
出
席
︒
第
１
部
は
式
典
︑
第

２
部
と
第
３
部
は
そ
れ
ぞ
れ
︑
８
月
ま
で

実
施
し
た
研
修
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
と

武
道
学
園
︹
勝
浦
分
園
︺
50
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
上
映
会
を
行
っ
た
︒
当
初
は
武

道
学
園
︹
勝
浦
分
園
︺
の
生
徒
に
よ
る
演

武
会
を
式
典
後
に
企
画
し
て
い
た
が
︑
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
上
映
会
に
変
更
し
た
︒

　

研
修
セ
ン
タ
ー
は
︑
昭
和
46
︵
１
９
７

１
︶
年
に
開
設
し
︑
今
年
８
月
４
日
に
50

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
︒
今
後
も
武
道
修

行
者
に
研け
ん

鑽さ
ん

の
場
を
提
供
し
な
が
ら
︑
地

域
武
道
の
普
及
・
振
興
に
努
め
て
い
く
︒

◇

　

第
１
部
か
ら
第
３
部
ま
で
千
畳
敷
の
大

道
場
で
行
い
、
神
前
を
正
面
に
長
さ
９
ⅿ

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
た
。

　

第
１
部
の
式
典
開
始
の
正
午
前
に
は

続
々
と
来
賓
・
関
係
者
が
集
ま
り
、
日
本

武
道
館
の
臼
井
日
出
男
理
事
長
が
開
式
の

辞
を
述
べ
て
開
始
し
た
。

日本武道館研修センター開設五十周年記念式典
武道学園〔勝浦分園〕創立五十周年記念演武会

武道振興に半世紀、厳粛に式典挙行

改修工事を終えた研修センターの全景 115名が参列した記念式典
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日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
五
十
周
年
記
念
式
典
が
執
行
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
日
本
武
道
館
は
、
そ
の
目
的
の
一
つ
に
地
方

武
道
館
の
設
置
・
運
営
が
あ
り
、
本
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
当
財
団
が
直
営
す
る

地
方
武
道
館
の
第
１
号
と
し
て
こ
の
地
に
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
で

武
道
館
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
令
和
３
年
４
月
ま
で
に
全
47
都
道
府
県
に
武

道
館
が
設
置
さ
れ
、
地
方
の
武
道
振
興
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
４
月
に
開
学
し
た
国

際
武
道
大
学
誕
生
の
契
機
と
な
っ
た
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
研
修
セ
ン
タ
ー
が

50
年
の
確
か
な
歩
み
を
成
し
得
た
の
も
、
日
本
武
道
館
の
正
力
松
太
郎
初
代
会

長
な
ど
、
歴
代
役
員
・
職
員
、
そ
し
て
建
設
を
提
唱
し
た
山
口
吉よ
し

暉て
る

元
勝
浦
市

長
を
は
じ
め
、
関
係
諸
氏
の
ご
尽
力
の
賜た
ま

物も
の

で
あ
り
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
武
道
振
興
事
業
の

推
進
と
良
質
な
合
宿
環
境
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土屋　元
勝浦市長

　

研
修
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
46
年
の
開
設
以
来
、
日
本
武

道
館
が
目
的
と
す
る
地
方
武
道
の
普
及
・
振
興
に
尽
力

さ
れ
、
改
め
て
日
々
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
国
際
武
道
大
学
は
日
本

武
道
館
が
中
心
と
な
っ
て
、
建
学
さ
れ
た
大
学
で
あ
り

ま
す
。
開
学
し
た
の
は
昭
和
59
年
で
す
の
で
、
も
し
そ

の
時
研
修
セ
ン
タ
ー
が
な
か
っ
た
ら
、
国
際
武
道
大
学

は
こ
の
地
に
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
に
国
際
武
道
大
学

に
隣
接
し
て
日
本
武
道
館
武
道
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が

開
所
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
武
道
の
普
及
・
振
興
、

教
育
、
研
究
を
行
う
施
設
が
整
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ

ー
は
そ
の
後
、
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
年
に
国
際
武

髙見令英
国際武道大学学長

高村正彦
日本武道館会長

　

日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
武
道
館
の
地

方
武
道
館
と
し
て
正
力
松
太
郎
氏
の
提
唱
に
よ
り
昭
和

43
（
１
９
６
８
）
年
に
計
画
さ
れ
、
山
口
吉
暉
市
長
な

ど
の
市
内
誘
致
運
動
に
よ
り
、
昭
和
46
年
８
月
に
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
50
年
の
歴
史
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
関

係
者
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
と
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表

し
、
勝
浦
市
民
を
代
表
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

貴
研
修
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
歴
史
の
な
か
、
勝
浦
市
を

中
心
に
周
辺
地
域
や
千
葉
県
の
武
道
振
興
の
拠
点
と
し

て
武
道
学
園
や
錬
成
大
会
を
行
い
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
学
び
、
か
け
が
え
の
な
い
友
を
獲
得
し
、
全
国
の

児
童
・
生
徒
と
の
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

臼井日出男
日本武道館理事長

森　英介
日本武道館常任理事

国歌斉唱

た
、
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
訪
れ
た
海
外
の

方
々
が
武
道
精
神
の
み
な
ら
ず
、
勝
浦
市
を
訪
れ
る
こ

と
で
多
く
の
文
化
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は

研
修
セ
ン
タ
ー
の
50
年
を
記
念
し
ま
し
て
、
武
道
の
メ

ッ
カ
・
勝
浦
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
10
月
１
日
よ
り
、

職
員
が
率
先
し
て
挨
拶
と
礼
の
大
切
さ
を
実
践
し
、
市

内
全
域
に
広
げ
る
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
先
人
が
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
を
勝

浦
市
に
誘
致
し
た
熱
い
思
い
を
受
け
継
い
で
本
市
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
武
道
を
通
し
た
全
国
の
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
の
研
修
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。
地
方
武
道
振
興
の
拠
点
と
し

て
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

道
大
学
に
移
管
い
た
だ
き
ま
し
て
、
現
在
は
日
本
武
道

館
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
武
道
ス
ポ
ー
ツ
科

学
研
究
所
と
し
て
武
道
領
域
だ
け
で
な
く
、
大
学
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
を
行
え
る
施
設
と
し
て
運
営

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
武
道
学
園
で
は
、
大
学
の

教
職
員
が
指
導
者
と
し
て
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
幼
い
頃
か
ら
武
道
に
親
し
む
こ
と
が
我
が
国

の
武
道
の
普
及
・
振
興
に
繋つ
な

が
る
こ
と
に
異
論
を
持
ち

ま
せ
ん
。
我
が
国
の
武
道
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
発
達
を
支
え
る
た
め
に
も
日
本
武
道
館
研
修

セ
ン
タ
ー
が
ま
す
ま
す
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
か
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

来賓祝辞 主催者挨拶

開式の辞閉式の辞
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来
賓
と
し
て
出
席
し
た
各
道
の
中
央
団
体
代
表
者
に
、
日
本
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
が

開
設
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

◎
三
池
真
幸
全
日
本
弓
道
連
盟
事
務
局
次
長

「
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
50
周

年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
通

信
設
備
や
空
調
設
備
の
設
置
な
ど
、
施
設

の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
利

便
性
が
向
上
し
、
こ
れ
か
ら
の
研
修
が
さ

ら
に
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
各
道
の
修
練
の
場
と
し
て
研
修

セ
ン
タ
ー
が
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
貴
財
団
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
」

◎
南
和
文
日
本
相
撲
連
盟
会
長

「
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
で
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
そ
の
間
に
武

道
指
導
者
の
育
成
と
い
う
点
で
大
変
貢
献

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

施
設
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
て

お
り
ま
す
」

◎
吉
井
美
惠
子
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
専
務
理
事

「
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
研

修
セ
ン
タ
ー
は
私
が
若
い
頃
か
ら
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
武
道

館
は
指
導
者
研
修
を
は
じ
め
、
学
生
や
教

員
の
た
め
の
研
修
会
な
ど
、
永
年
に
わ
た

っ
て
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
、
多
く
の

指
導
者
が
こ
こ
か
ら
育
っ
た
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
研

修
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

次
世
代
の
指
導
者
を
育
て
て
武
道
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
で
す
」

◎
鈴
木
健
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
副
会
長

「
毎
年
、
５
月
の
銃
剣
道
・
短
剣
道
青
少

年
指
導
者
講
習
会
、
11
月
の
全
国
銃
剣
道

指
導
者
研
修
会
、
そ
し
て
１
月
の
Ａ
級
審

判
員
審
査
会
と
銃
剣
道
・
短
剣
道
八
段
審

査
会
を
研
修
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
地
域
で
中
心
と
な
る
指
導

者
や
競
技
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
研
鑽
の
場
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
50
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
こ
の
よ
う
に
盛

大
に
式
典
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
意
義
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
」

　

貴
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
46
年
に
本
県
勝
浦

市
に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
武
道
を
通
し
、

千
葉
県
下
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
き

な
業
績
を
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
献
身
的
な
ご

努
力
を
さ
れ
、
今
日
の
隆
盛
を
築
か
れ
ま

し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。
貴
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
平
成
24

年
度
か
ら
の
中
学
校
武
道
必
修
化
な
ど
、

学
校
教
育
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
武
道
の
普
及

と
振
興
を
通
じ
た
本
県
の
魅
力
あ
る
社
会

づ
く
り
に
向
け
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�
（
※
熊
谷
俊
人
知
事
祝
辞
代
読
）

　

本
市
に
お
け
る
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
国

際
武
道
大
学
と
と
も
に
、
武
道
を
通
じ
た

交
流
の
拠
点
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
推
進
さ
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
り
ま
す
。
急
激
な
少
子
化
、
人
口

減
に
悩
む
本
市
で
あ
り
ま
す
が
、
市
議
会

と
し
て
も
貴
重
な
施
設
で
あ
る
研
修
セ
ン

タ
ー
を
支
え
、
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
、
魅
力
あ
る
勝
浦
市
の
創
出
に
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

松﨑栄二
勝浦市議会議長

鈴木智夫 千葉県教育庁教育振興部
体育課主席指導主事兼学校体育班長

三池真幸
全日本弓道連盟事務局次長

南　和文
日本相撲連盟会長

吉井美惠子
全日本なぎなた連盟専務理事

第２・３部では、スクリーンで上映会が行われた映像を観賞する来賓者たち

挨拶を交わす髙見学長（右）と　　
金澤威武道学園講師（左・合気道）武道学園生徒のメッセージを見つめる来賓者

祝賀会に代えて持ち帰り用の会席膳を用意した出席者に贈られた記念品の文箱

鈴木　健
全日本銃剣道連盟副会長

来賓祝辞

お祝いの辞



1415 月刊「武道」　2021．11 2021．11　月刊「武道」

ニュース　 日本武道館研修センター開設五十周年記念式典

日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
50
年
の
歩
み

昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）
４
月

山
口
吉
暉
勝
浦
市
長
が
日
本
武
道
館
勝
浦
分
館
の
誘
致
活
動
を
開
始

昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）
５
月
30
日

地
鎮
祭
を
挙
行
。
敷
地
造
成
に
着
手
、
８
月
２
日
に
２
万
１
４
５
０

㎡
の
整
地
が
完
了

昭
和
44
年

（
１
９
６
９
）
７
月

勝
浦
市
か
ら
「
日
本
武
道
館
勝
浦
分
館
誘
致
に
関
す
る
陳
述
書
」
を

受
理

昭
和
45
年

３
月

勝
浦
市
に
地
方
分
館
第
１
号
と
し
て
建
設
が
決
定

（
１
９
７
０
）
４
月
１
日

勝
浦
市
と
土
地
貸
借
契
約
書
（
無
償
貸
与
）
を
締
結

６
月
16
日

関
係
者
約
150
名
が
出
席
し
、
起
工
式
を
挙
行

昭
和
46
年

（
１
９
７
１
）
８
月
４
日

竣
工
式
を
挙
行
。
赤
城
宗
徳
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
武
道
館
役

員
、
文
部
大
臣
、
中
央
・
地
元
の
政
財
界
、
官
庁
、
武
道
界
か
ら
約

300
名
が
出
席
。
修
祓
式
、
落
成
式
に
続
き
、
武
道
始
め
の
儀
、
記
念

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
大
に
開
催

８
月
６
日

～
９
日

利
用
第
１
号
と
し
て
文
部
省
、
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
主
催
の
昭
和

46
年
度
全
国
な
ぎ
な
た
指
導
者
講
習
会
を
実
施

８
月
17
日

～
28
日

初
の
財
団
主
催
武
道
行
事
と
し
て
第
６
回
全
国
高
校
武
道
合
宿
錬
成

大
会
（
柔
道
・
剣
道
）
を
200
余
名
の
参
加
を
得
て
開
催

８
月
25
日

旅
館
業
経
営
許
可
を
取
得

12
月
25
日

～
30
日

第
１
回
青
少
年
武
道
錬
成
大
会
（
現
・
千
葉
県
少
年
少
女
武
道
錬
成

大
会
）
を
開
催
。
小
・
中
・
高
校
生
約
１
５
０
０
名
が
参
加

昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）
10
月
３
日

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
千
葉
国
体
ご
視
察
の
折
に
勝
浦
市
を
訪
問
。

研
修
セ
ン
タ
ー
で
ご
休
憩

昭
和
52
年

（
１
９
７
７
）
12
月
３
日

研
修
室
が
完
成

昭
和
55
年

（
１
９
８
０
）
４
月
25
日

７
人
立
ち
の
弓
道
場
が
完
成

昭
和
61
年

（
１
９
８
５
）
１
～
２
月

大
道
場
床
全
面
を
張
り
替
え

昭
和
63
年

（
１
９
８
７
）
７
～
８
月

新
規
主
催
武
道
振
興
事
業
と
し
て
千
葉
県
高
等
学
校
柔
道
・
剣
道
・

空
手
道
（
宿
泊
）
錬
成
大
会
を
開
催

平
成
３
年

（
１
９
９
１
）
10
月

開
館
20
周
年
を
記
念
し
関
係
者
に
記
念
品
を
贈
呈

平
成
４
年

（
１
９
９
２
）
４
月

施
設
設
備
利
用
規
程
を
制
定

平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
３
月

４
階
男
女
浴
室
を
研
修
室
に
改
修

平
成
11
年

（
１
９
９
９
）
２
月
26
日

相
撲
道
場
が
完
成

平
成
13
年

11
月
４
日

開
館
30
周
年
「
記
念
式
典
」
を
挙
行

（
２
０
０
１
）
12
月
15
日

宿
泊
棟
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
。
併
せ
て
、
ロ
ビ
ー
・
食
堂
を
拡
張

平
成
21
年

（
２
０
０
９
）
３
月
６
日

弓
道
場
を
９
人
立
ち
に
改
築

平
成
23
年

（
２
０
１
１
）
７
月
４
日

開
設
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
勝
浦
市
内
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対

象
に
「
武
道
体
験
教
室
」
を
開
催

10
月
８
日

開
設
40
周
年
記
念
「
武
道
演
武
会
、
式
典
・
祝
賀
会
」
を
挙
行
。
併

せ
て
、「
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
四
十
年
史
」
を
刊
行

平
成
24
年

（
２
０
１
２
）
11
月

勝
浦
市
と
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
施
設
使
用
等
の
協
力
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結

平
成
25
年

（
２
０
１
３
）
９
月

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
い
、
宿
泊
棟
入
り
口
看
板
を
新
調

平
成
27
年

（
２
０
１
５
）
12
月

大
道
場
ロ
ビ
ー
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新

平
成
28
年

２
月

大
道
場
床
増
し
張
り
工
事
・
弓
道
場
床
研
磨
塗
装
工
事
実
施

（
２
０
１
６
）
５
月

宿
泊
棟
ロ
ビ
ー
・
大
道
場
・
研
修
室
に
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置

平
成
29
年

３
月

宿
泊
棟
外
壁
面
防
水
塗
装
、
西
側
窓
枠
サ
ッ
シ
改
修
工
事
完
了

（
２
０
１
７
）
６
～
７
月

大
道
場
・
食
堂
・
研
修
室
・
廊
下
お
よ
び
ト
イ
レ
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

更
新

12
月

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

平
成
30
年

３
月

宿
泊
棟
屋
上
防
水
改
善
工
事
完
了

（
２
０
１
８
）
３
月
28
日

宿
泊
者
数
100
万
人
達
成
。
開
成
学
園
剣
道
部
に
記
念
品
を
贈
呈

平
成
31
年

（
２
０
１
９
）
１
～
３
月

弓
道
場
射
場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
輻
射
空
調
シ
ス
テ
ム
を
新
設

令
和
２
年

（
２
０
２
０
）
５
月

大
道
場
お
よ
び
道
場
ロ
ビ
ー
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
輻
射
空
調
シ
ス
テ

ム
を
新
設
。
大
道
場
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
完
了

６
月

客
室
通
路
に
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置
、
客
室
で
利
用
可
能
。
テ
レ

ビ
・
エ
ア
コ
ン
を
無
料
化

７
月

客
室
通
路
に
空
調
を
新
設
。
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
策
定

10
月
１
日

宿
泊
・
施
設
設
備
利
用
規
程
を
全
面
的
に
見
直
し
、
宿
泊
料
金
を
26

年
ぶ
り
に
改
定

12
月

館
内
案
内
掲
示
板
を
刷
新

令
和
３
年

３
月

浄
化
槽
更
新
、
大
道
場
大
屋
根
お
よ
び
外
壁
改
修
工
事
完
了

（
２
０
２
１
）
８
月

弓
道
場
・
相
撲
道
場
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
。
全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
完
了

10
月
３
日

開
設
50
周
年
「
記
念
式
典
」
を
挙
行

研修センター竣工式・落成式（昭和 46年）

日本武道館研修センター竣工（昭和 46年）

昭和天皇・香淳皇后が研修センターにお立ち寄り（昭和 48年）

開設 40周年記念事業「武道体験教室」（平成 23年）開設 40周年記念「武道演武会」（平成 23年）

相撲道場の竣工式（平成 11年）宿泊者数が 100万人達成（平成 30年） 第 1回青少年武道錬成大会（昭和 46年）開館 30周年「記念式典」（平成 13年）
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天皇盃第 72回全日本男子弓道選手権大会
皇后盃第 54回全日本女子弓道選手権大会

  

■
男
子

　

例
年
な
ら
予
選
の
前
に
行
わ
れ
る
開
会

式
も
中
止
と
し
、
午
前
９
時
よ
り
、
男
子

の
予
選
で
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

予
選
は
各
自
４
射
（
一
手
２
回
）
を
行

い
、
審
判
員
の
採
点
制
に
よ
り
決
勝
に
進

む
上
位
10
名
を
決
定
し
た
。

　

予
選
で
は
前
回
大
会
で
最
高
得
点
賞
を

獲
得
し
た
坂さ
か

本も
と

達た
つ

雄お

（
青
森
）
が
４
中
・

計
１
５
０
４
点
を
出
し
て
４
回
連
続
の
同

賞
獲
得
を
決
め
た
。

　

前
回
大
会
優
勝
の
石
川
崇
（
大
分
）
は

３
中
・
１
４
０
０
点
と
な
り
予
選
を
10
位

で
通
過
し
た
。

　

決
勝
は
、無
観
客
の
中
、各
自
10
射
（
一

手
５
回
）
で
行
わ
れ
、
的
中
数
に
よ
っ
て

順
位
を
決
め
た
。
４
回
目
（
８
射
）
の
射

を
終
え
て
失
中
が
な
い
の
は
石
川
の
み
。

そ
し
て
柴し
ば

田た

誠せ
い

一い
ち（

栃
木
）、友と
も

安や
す

正ま
さ

人と
（
石

川
）、清し

水み
ず

北ほ
く

登と

（
長
野
）、松ま
つ

田だ

智と
も

行ゆ
き

（
青

森
）
の
４
名
が
７
中
で
続
く
。

　

最
終
の
５
回
目
、
こ
こ
ま
で
安
定
し
た

射
を
見
せ
る
石
川
は
９
射
目
も
的
中
。
そ

れ
に
続
き
柴
田
、
松
田
も
的
を
射
抜
く
。

そ
し
て
運
命
の
10
射
目
、
石
川
は
堂
々
と

し
た
射
で
見
事
に
的
を
射
抜
き
10
射
皆

石川　嵩（錬士六段・大分）が２連覇達成
金田由紀（錬士五段・千葉）が初優勝を飾る

男
子

　

天
皇
盃
第
72
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手

権
大
会
と
皇
后
盃
第
54
回
全
日
本
女
子
弓

道
選
手
権
大
会
は
９
月
19
日
、
東
京
都
渋

谷
区
の
全
日
本
弓
道
連
盟
中
央
道
場
で
開

催
さ
れ
た
。
男
子
は
石
い
し
か
わ
た
か
し

川
嵩
（
大
分
）
が

一
昨
年
の
大
会
に
続
き
52
年
ぶ
り
の
連
覇

を
達
成
、
女
子
は
金か
ね

田だ

由ゆ

紀き

（
千
葉
）
が

悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

両
大
会
は
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中

止
と
な
り
、
本
年
は
本
来
３
日
間
の
予
定

を
１
日
に
短
縮
し
、
男
女
同
時
開
催
と
し

た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
選
手

も
通
常
よ
り
大
幅
に
減
ら
し
、
男
女
各
20

名
が
出
場
、
少
数
精
鋭
に
よ
る
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

女
子

２位＝松田智行教士七段最高得点賞＝坂本達雄教士七段

3位＝柴田誠一錬士五段

中
。
他
に
皆
中
者
が
い
な
い
た
め
、
こ
の

時
点
で
石
川
が
、
昭
和
44
年
大
会
で
の
今い
ま

村む
ら

鯉り

三さ
ぶ

郎ろ
う

氏
以
来
と
な
る
２
連
覇
を
成
し

遂
げ
た
。

　

そ
の
後
、
松
田
が
10
本
目
を
中あ

て
て
、

９
中
と
な
り
２
位
を
確
定
し
た
。
柴
田
は

10
本
目
を
外
し
８
中
、
９
本
目
を
外
し
て

い
た
清
水
と
友
安
が
最
後
を
射
抜
き
計
８

中
と
な
り
、
こ
の
３
人
が
３
〜
５
位
決
定

戦
へ
も
つ
れ
込
ん
だ
。
順
位
決
定
戦
は
遠

近
競
射
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
競
射
は
、

最
も
真
ん
中
近
く
を
射
抜
い
た
柴
田
が
３

位
に
な
り
、
４
位
に
清
水
、
５
位
に
友
安

が
続
く
形
と
な
っ
た
。
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男
子
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大会会場となった全日本弓道連盟中央道場

４位＝清水北登錬士五段５位＝友安正人教士七段

○
２
位
＝
松
田
智
行
教
士
七
段
（
青
森
）

「
決
勝
で
１
本
外
し
た
悔
し
さ
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

を
生
か
せ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
試
合

後
に
は
同
じ
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
仲
間
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
地
元
の
弓
道
場

が
使
用
で
き
ず
、
大
会
当
日
も
あ
ま
り
良

い
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
、
試
合
直
前
の
１
カ
月
間
、
立た
ち

を
組
ん

で
の
稽
古
が
で
き
ず
、
非
常
に
苦
労
し
ま

し
た
。
日
々
の
稽
古
で
は
動
画
を
活
用
し

て
反
省
点
を
確
認
し
、
そ
れ
を
稽
古
に
反

映
さ
せ
ま
し
た
。

　

次
の
目
標
は
来
年
の
こ
の
大
会
で
優
勝

す
る
こ
と
で
す
」

○
３
位
＝
柴
田
誠
一
錬
士
五
段
（
栃
木
）

「
今
大
会
が
初
出
場
だ
っ
た
た
め
、
憧
れ

の
先
生
方
と
同
じ
場
に
立
て
る
だ
け
で
幸

せ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
３
位

に
入
賞
で
き
た
こ
と
は
奇
跡
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
試
合
後
に
息
子
か
ら
『
お
め

で
と
う
！
』
と
い
う
連
絡
が
入
り
、
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
当
日
は
、
道
場
に
向
か
う
途
中
や

巻ま
き

藁わ
ら

調
整
前
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
恩
師

に
教
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
緊
張
を

プ
ラ
ス
の
方
向
に
変
え
ま
し
た
。
稽
古
は

矢
数
よ
り
一
本
に
集
中
す
る
こ
と
を
重
視

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
故
増
田
正
美
範
士
に
言
わ
れ
た

『
良
い
と
こ
ろ
で
抜
い
て
し
ま
う
』
部
分

と
、
試
合
後
に
久
保
田
清
範
士
に
言
わ
れ

た
『
若
干
の
送
り
離
れ
が
見
ら
れ
る
』
と

い
う
２
点
を
課
題
に
、
さ
ら
な
る
高
み
を

目
指
し
ま
す
」

○
４
位
＝
清
水
北
登
錬
士
五
段
（
長
野
）

「
練
習
の
成
果
が
結
果
に
つ
な
が
り
、
大

変
嬉う
れ

し
い
で
す
。
し
か
し
、
優
勝
を
目
標

に
練
習
し
て
き
た
の
で
悔
し
い
気
持
ち
も

あ
り
ま
す
。
試
合
中
は
矢
飛
び
が
悪
く
迷

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
心
身
の
状
態
は
非

常
に
良
く
、
冷
静
に
試
合
に
臨
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
行
射
に
集
中
す
る
た
め
、

体
配
は
意
識
し
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
を

目
標
に
し
ま
し
た
。

　

日
々
の
稽
古
は
、
先
生
か
ら
の
指
導
や

演
武
の
動
画
を
見
て
練
習
し
ま
し
た
。
ま

た
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
仲
間
も
い
て
大
変
恵
ま

れ
た
環
境
に
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

天
皇
盃
、
遠
的
選
手
権
、
国
体
な
ど
、

全
て
の
大
会
で
の
優
勝
を
目
標
と
し
て
、

自
分
に
限
界
を
作
ら
ず
に
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
」

○
５
位
＝
友
安
正
人
教
士
七
段
（
石
川
）

「
嬉
し
い
気
持
ち
よ
り
も
悔
し
い
気
持
ち

の
方
が
大
き
い
で
す
。
た
だ
、
入
賞
で
き

た
こ
と
は
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例
年
通
り
の

稽
古
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
で
き
る

こ
と
を
行
い
準
備
し
よ
う
と
思
い
、
自
宅

で
基
本
練
習
を
し
た
り
日
常
生
活
を
振
り

返
っ
た
り
し
て
己
を
見
つ
め
直
し
ま
し

た
。
当
日
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
良
か
っ

た
で
す
。

　

今
回
の
大
会
で
は
多
く
の
課
題
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
日
々
の
稽
古
で

こ
の
課
題
を
克
服
し
、
よ
り
良
い
弓
が
引

け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
来
年
は
心
身

と
も
に
鍛
え
上
げ
、
こ
の
舞
台
に
戻
り
た

い
と
思
い
ま
す
」

○
最
高
得
点
賞
＝
坂
本
達
雄
教
士
七
段

�

（
青
森
）

「
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
の
中
で
本

賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
名
誉
な

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
回

よ
り
も
点
数
が
下
っ
て
し
ま
い
、
反
省
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
地
元
の
青
森
で
は
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
全
館
閉
鎖
中
の
た
め
、
的

前
稽
古
は
一
切
せ
ず
、
試
合
に
臨
み
ま
し

た
。
ま
た
、
稽
古
に
関
し
て
も
職
場
の
異

動
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
的
前
、
巻
藁

稽
古
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
自
室
で
の
ゴ
ム
弓
稽
古

の
み
で
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
会
は
今
ま
で
と
同
じ
、
張
り
詰
め
た

緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
通
常
の
稽
古
が

で
き
な
い
事
態
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
改
め

て
道
場
で
の
稽
古
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
今
後
は
そ
れ
を
噛か

み
締
め
つ
つ

来
年
の
天
皇
盃
を
目
標
に
日
々
の
練
習
を

大
切
に
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
」

◎
優
勝
＝
石
川
嵩
錬
士
六
段
（
大
分
）

「
驚
き
と
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
今
で
も
夢
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
前
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
状
態
は

あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
約

１
週
間
前
の
ピ
ー
ク
か
ら
調
子
は
下
降

気
味
で
、
大
会
前
日
の
稽
古
も
、
理
想

的
な
弓
が
引
け
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
予

選
す
ら
通
過
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
何
と
か
予
選
を
通
過
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
後
の
決
勝
で
は
『
い
ろ

い
ろ
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
今
で
き

る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
』
と
思
え

た
こ
と
が
、
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
向
け
て
は
一
日
50
射
を
目
安

に
し
て
、
基
本
に
忠
実
な
弓
を
引
く
こ

　

と
を
常
に
考
え
、
ま
た
、
日
頃
か
ら
体

配
や
射
技
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
、
気
に

な
っ
た
点
を
修
正
す
る
こ
と
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
今
回
、
優
勝
と
い
う
最
高

の
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
予
選
は
10
位
と
上
位
と
は
言
え

ず
、
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
以
上
に
自
己
研け
ん

鑽さ
ん

を
積
み
、
技
術

的
に
も
人
間
的
に
も
成
長
し
、
見
る
人

を
魅
了
す
る
よ
う
な
弓
が
引
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

天皇盃を受け取る石川錬士六段

　
男
子
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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■
女
子

　

予
選
は
男
子
と
同
じ
く
採
点
制
に
よ

り
、決
勝
に
進
出
し
た
高た
か

井い

幸さ
ち

子こ
（
福
島
）

が
３
中
・
１
４
５
１
点
で
初
の
最
高
得
点

賞
を
獲
得
し
た
。

　

前
回
大
会
優
勝
の
村む
ら

川か
わ

春は
る

圭か

（
岩
手
）

は
２
中
な
が
ら
１
３
９
４
点
で
全
体
の
５

位
と
な
り
決
勝
に
進
出
。
ま
た
、
前
回
最

高
得
点
賞
の
岩い
わ

切き
り

久く

実み
（
宮
崎
）は
２
中
・

１
４
２
５
点
で
全
体
２
位
で
予
選
を
通
過

し
た
。

　

決
勝
２
回
目
（
４
射
）
終
了
時
点
で
の

４
中
は
予
選
７
位
通
過
の
金
田
由
紀
（
千

葉
）の
み
と
な
る
。そ
れ
に
３
中
の
岩
切
、

櫻さ
く

井ら
い

都み
や
こ（
静
岡
）、東ひ
が

田し
だ

留る

美み

子こ

（
佐
賀
）、

山や
ま

本も
と

真ま

理り

子こ

（
石
川
）
と
続
く
。

　

決
勝
３
回
目
（
６
射
）
の
射
、
金
田
は

２
回
目
と
同
様
、
安
定
し
た
射
で
５
・
６

射
目
を
見
事
的
中
。こ
れ
に
続
き
、岩
切
、

櫻
井
、
東
田
も
両
射
を
順
調
に
射
抜
く
。

　

続
く
決
勝
の
４
回
目
。
金
田
・
岩
切
・

櫻
井
の
３
名
は
し
っ
か
り
と
２
射
を
的
中

さ
せ
る
。
４
回
目
（
８
射
）
終
了
時
点
で

の
結
果
は
８
中
の
金
田
が
ト
ッ
プ
。
７
中

の
岩
切
・
櫻
井
、
５
中
の
髙
井
・
佐さ

野の

弥や
よ
い生
（
山
梨
）・
東
田
・
山
本
が
続
く
形

と
な
っ
た
。

　

運
命
の
５
回
目
。
金
田
は
皆
中
と
優
勝

が
か
か
る
緊
張
し
た
場
面
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
的
に
向
か
っ
て
弓
を
引
き
、
見
事

９
・
10
射
目
を
的
中
さ
せ
、
初
出
場
で
の

優
勝
を
決
め
た
。

　

そ
の
後
、
４
回
目
の
時
点
で
全
体
２
位

の
岩
切
・
櫻
井
は
共
に
９
射
目
を
的
中
さ

せ
る
も
10
射
目
を
外
し
、
遠
近
競
射
で
の

順
位
決
定
戦
へ
。
ま
た
、
４
回
目
ま
で
で

５
中
し
て
い
た
３
名
の
う
ち
、
髙
井
・
山

本
が
６
中
し
、
４
・
５
位
の
順
位
決
定
へ

進
ん
だ
。

　

順
位
決
定
の
遠
近
競
射
は
４
・
５
位
か

ら
行
わ
れ
、
山
本
が
的
に
近
い
部
分
に
矢

を
放
っ
て
４
位
、
髙
井
が
５
位
と
な
っ

た
。
続
く
２
・
３
位
決
定
競
射
で
は
、
岩

切
が
的
の
中
央
近
く
を
射
抜
い
て
２
位
、

櫻
井
が
３
位
と
な
っ
た
。

♢

　

競
射
後
は
優
勝
者
へ
カ
ッ
プ
と
賞
状
が

贈
呈
さ
れ
、
大
会
は
終
了
し
た
。

最高得点賞・５位＝髙井幸子教士八段 ２位＝岩切久実教士七段
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○
２
位
＝
岩
切
久
実
教
士
七
段
（
宮
崎
）

「
結
果
に
つ
な
が
り
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
大
会
前
は
連
盟
の
指
示
に
よ
り
、
感

染
対
策
を
充
分
に
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
心
地
よ
い
緊

張
感
で
臨
む
こ
と
が
で
き
、
落
ち
着
い
て

い
ま
し
た
。
稽
古
で
は
前
回
大
会
で
の
課

題
や
先
生
・
先
輩
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
一
つ
一
つ
改
善
・
克
服
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
大
会

に
出
場
で
き
る
よ
う
、
日
々
の
稽
古
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

○
３
位
＝
櫻
井
都
五
段
（
静
岡
）

「
こ
の
舞
台
を
目
標
と
し
て
い
た
の
で
、

入
賞
で
き
、
驚
い
て
い
ま
す
。
予
選
は
２

回
と
も
甲
矢
を
外
し
、
決
勝
の
１
本
目
が

外
れ
た
時
は
弱
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
３

本
目
か
ら
は
『
甲
矢
（
先
に
射
る
矢
）
が

勝
負
！　

乙
矢
（
後
に
射
る
矢
）
は
大
丈

夫
』
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

稽
古
で
は
動
画
撮
影
を
行
い
、
大
会
を

想
定
し
た
稽
古
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
体

配
は
気
に
な
る
点
の
克
服
に
努
め
ま
し

た
。
再
び
全
日
本
選
手
権
の
舞
台
に
立
て

る
よ
う
、
日
々
精
進
し
ま
す
」

○
４
位
＝
山
本
真
理
子
教
士
七
段（
石
川
）

「
４
位
に
入
賞
で
き
素
直
に
嬉
し
い
気
持

ち
と
、
私
が
入
賞
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
気
持
ち
で
す
。
予
選
は
特
に
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。
試
合
後
は
ど
の
よ
う
な

時
で
も
常
に
自
分
の
射
が
で
き
る
よ
う
に

稽
古
を
し
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

今
後
は
射
を
安
定
さ
せ
、
特
に
会
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
基
本
に
戻
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

○
５
位
・
最
高
得
点
賞

�

＝
髙
井
幸
子
教
士
八
段
（
福
島
）

「
目
標
の
一
つ
だ
っ
た
栄
誉
あ
る
賞
を
い

た
だ
い
て
、
嬉
し
い
気
持
ち
と
同
時
に
責

任
を
果
た
せ
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
今

大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
出
場
が
叶か
な

わ
な
か
っ

た
弓
友
た
ち
の
思
い
も
一
緒
に
、
一
射
一

射
誠
を
尽
く
し
て
引
き
ま
し
た
。
大
会
直

前
ま
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
に

入
る
と
緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
、
ベ
ス
ト
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨
め
ま
し
た
。
決
勝
戦

は
、
若
手
の
パ
ワ
ー
に
引
っ
張
ら
れ
、
５

位
ま
で
届
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

加
齢
に
伴
う
筋
力
の
低
下
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
自
分
の
体
と
対
話
し
な
が
ら
コ
ツ

コ
ツ
（
骨
骨
）
と
型
の
完
成
に
修
練
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
金
田
由
紀
錬
士
五
段（
千
葉
）

「
私
の
よ
う
な
未
熟
者
が
こ
の
場
に
立

つ
こ
と
が
で
き
、
周
囲
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
中
で
の

優
勝
は
、
望
外
の
喜
び
で
し
た
。

　

当
日
は
大
変
緊
張
し
ま
し
た
が
、
い

つ
も
の
よ
う
に
弓
を
引
け
て
い
た
の
で

安
心
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
予
選
１
本
目
か
ら
、
や
る

べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
り
、
後
悔

し
な
い
弓
を
引
く
と
何
度
も
自
分
に
言

い
聞
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
を
切

ら
さ
ず
に
最
後
ま
で
や
り
通
せ
た
こ
と

が
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
地
元
の
道
場

が
閉
鎖
に
な
り
稽
古
時
間
が
激
減
し
ま

し
た
が
、
夜
間
利
用
で
き
る
道
場
で
、

毎
日
１
〜
２
時
間
ほ
ど
的
前
で
弓
を
引

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
射
と
心
の
調
子
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

試
合
当
日
は
初
出
場
で
無
我
夢
中
で

し
た
が
、
高
段
の
先
生
方
と
１
日
共
に

で
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の
経
験
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
修
練
を
積

ん
で
い
き
ま
す
」

　

皇后盃を受け取る金田錬士五段

立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中
射
詰

遠
近
競
射

順
位

1 石川　　嵩 大分 3 1400 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 ○ × 1

2 鹿野　伸一 東京 2 1448 2 × ○ × × ○ × × ○ ○ × 4

3 山田　勝也 静岡 0 1388                 

4 黒田　素直 山口 3 1415 8 ○ × × ○ × ○ ○ × × ○ 5

5 山本　一輝 熊本 2 1422 7 × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ 6

6 清水　義正 岩手 1 1393               ○ ×   

7 森本　浩之 愛媛 3 1423 6 × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ 6

8 荒川　博行 北海道 1 1434                 

9 朝田　晋輔 静岡 1 1413                 

10 柴田　誠一 栃木 2 1442 3 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 8 ○ ○ 1 3

11 井上　丈晴 東京 1 1378                 

12 五島　　博 岡山 4 1380 13              

13 友安　正人 石川 2 1408 9 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 8 3 5

14 長岡　　修 和歌山 2 1399 11              

15 藤岡　　順 奈良 1 1393                 

16 清水　北登 長野 3 1436 5 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 8 2 4

17 橋口　聖矢 鹿児島 1 1387                 

18 松岡　誠二 長崎 3 1396 12              

19 松田　智行 青森 3 1438 4 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 9 2

20 坂本　達雄 青森 4 1504 1 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × 6

立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中

遠
近
競
射

順
位

1 金田　由紀 千葉 2 1386 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 1

2 髙井　幸子 福島 3 1451 1 × ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 6 2 5

3 岩切　久実 宮崎 2 1425 2 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 8 1 2

4 櫻井　　都 静岡 2 1386 8 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 8 2 3

5 黒川　雅代 宮崎 1 1397                 

6 佐野　弥生 山梨 2 1380 9 ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × 5

7 星野　信子 愛知 1 1394                 

8 小澤　幸子 新潟 0 1370                 

9 澤根　規代 岡山 2 1363 11              

10 山田　直美 大阪 3 1411 3 × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ 5

11 千葉　香代 福島 2 1388 6 × × × ○ × × ○ × ○ ○ 4

12 藤野　寛子 長崎 2 1278 12              

13 久保川富美子 北海道 1 1378                 

14 田中みゆき 徳島 0 1347                 

15 村川　春圭 岩手 2 1394 5 ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ 5

16 東田留美子 佐賀 4 1402 4 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × 5

17 平仲由美子 山口 1 1384                 

18 根津　里美 山梨 1 1402                 

19 山本真理子 石川 2 1375 10 ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ○ 6 1 4

20 竹口　慶子 和歌山 1 1415                 

　男子成績

　女子成績 　

女
子
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
女
子
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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第
12
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交

流
演
武
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
日

本
古
武
道
協
会
）
が
10
月
10
日
、
武
神
・

武た
け

甕み
か

槌づ
ち

大の
お

神お
か
みを
祀ま
つ

る
鹿
島
神
宮
（
茨
城
県

鹿
嶋
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
て
中
止
と
な
っ
た
が
、
今
年
は
出
場
数

を
一
昨
年
の
37
流
派
か
ら
21
流
派
に
絞

り
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
、
２
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。◇

　

午
前
９
時
か
ら
の
昇
殿
参
拝
、
集
合
写

真
の
撮
影
に
続
き
、
開
会
式
が
行
わ
れ

た
。
内
田
康
介
日
本
古
武
道
協
会
理
事
・

事
務
局
長
に
よ
る
開
会
宣
言
、
国
歌
静
聴

の
後
、
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
理
事
・
事

務
局
長
（
日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
）

が
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

「
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
の
古

武
道
は
、
護
身
の
術
に
端
を
発
し
、
現
在

へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
中
核
を
な

す
の
は
、『
惻そ
く

隠い
ん

の
情
』
で
あ
り
、
敵
で

さ
え
も
思
い
遣や

る
心
配
り
で
す
。
そ
の
精

神
は
現
代
武
道
に
も
引
き
継
が
れ
て
お

り
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
柔
道
、
空
手
競

技
に
お
い
て
、
そ
の
一
端
を
垣か
い

間ま

見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
技
は
先
人
の
創
造

𠮷川英夫
日本武道館理事・事務局長

参加者による記念写真

力
、
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
出
来
上
が
り
、

練
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日

本
の
古
武
道
の
技
と
心
を
鹿
島
の
大
神
に

ご
奉
納
し
、
観
覧
の
皆
様
方
に
堪
能
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
錦
に
し
き

織お
り

孝こ
う

一い
ち

鹿
嶋
市
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
日
盛

会
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
お
慶
よ
ろ
こ

び
申
し

上
げ
ま
す
。
鹿
嶋
市
は
武
の
神
で
あ
る
武

甕
槌
大
神
を
祀
る
鹿
島
神
宮
、
無
敗
の
剣

聖
と
い
わ
れ
た
塚つ
か

原は
ら

卜ぼ
く

伝で
ん

生
誕
の
地
、
サ

ッ
カ
ー
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
、
そ
し
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
い
て
男
女
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
た
地
で
あ
り
、
歴
史
と
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
街
で
す
。
演
武
者
の
方
々
に

は
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
流
派
の
伝
承
さ
れ
た
技
を
ご
披
露

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
鹿か

島し
ま

則の
り

良よ
し

鹿
島
神
宮
宮
司
が
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
。

「
よ
う
こ
そ
鹿
島
神
宮
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
昨
年
は
中
止
と
な
り
久
し
ぶ

り
に
皆
様
と
お
会
い
で
き
、
武
甕
槌
大
神

様
も
喜
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
本

日
は
日
頃
鍛
え
た
技
を
大
神
様
の
前
で
ご

披
露
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
参
拝
者
の

鹿島則良
鹿島神宮宮司

錦織孝一
鹿嶋市長

内田康介
日本古武道協会理事・事務局長

方
々
に
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
会
が
成
功
裏
に
終
わ
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
」

◇

　

演
武
は
本
殿
前
に
特
設
演
武
場
を
設
し
つ
ら

え

て
行
わ
れ
た
。
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣

術
を
皮
切
り
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
21

流
派
が
継
承
さ
れ
て
き
た
技
を
披
露
。
コ

ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
集
ま
っ
た
多

く
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
演
武
大
会
は

約
３
時
間
続
き
、
最
後
は
地
元
流
派
で
あ

る
鹿
島
新
當
流
剣
術
が
締
め
括く
く

っ
た
。
全

て
の
演
武
が
終
了
し
、
鈴
木
達
也
日
本
武

道
館
振
興
部
長
が
閉
会
宣
言
を
行
い
、
大

会
は
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

21 流派が伝統の技を披露
第12回鹿島神宮奉納日本古武道交流演武大会

鹿島新當流剣術
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荒木流軍用小具足

荒木流拳法神道無念流剣術

天道流薙刀術 天然理心流剣術

天真正伝香取神道流剣術柳生新陰流兵法剣術

天神真楊流柔術（新座市）

心月無想柳流柔術

武
甕
槌
大
神
の
御
前
で
　
　
　
　

　
　
　
　
伝
承
さ
れ
た
技
を
披
露
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【
出
場
流
派
・
参
加
者
】

①
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
（
京
増
重
利
、

荒
野
祥
司
、
成
毛
弘
、
櫻
井
俊
也
）

②
心
月
無
想
柳
流
柔
術
（
桑
波
田
秀
祐
、
奥
村

宗
一
郎
）

③
天
然
理
心
流
剣
術（
常
田
貞
行
、須
田
英
宏
、

小
林
恵
子
）

④
天
道
流
薙
刀
術
（
木
村
恭
子
、
木
村
有
里
、

細
井
優
子
、
清
水
真
由
美
）

⑤
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
（
柳
生
耕
一
、
竹
内

孝
幸
、
渕
上
俊
顕
、
寺
田
裕
昭
）

⑥
荒
木
流
拳
法
（
菊
池
邦
光
、
西
川
二
郎
、
細

野
桂
一
、
鈴
木
崇
史
）

⑦
神
道
無
念
流
剣
術
（
小
川
武
、
萩
崎
昭
、
土

屋
正
則
、
玉
根
純
也
）

⑧
天
神
真
楊
流
柔
術
（
新
座
市
）（
坂
本
忠
彦
、

渡
邊
卓
也
、
古
川
眞
一
）

⑨
荒
木
流
軍
用
小
具
足（
千
葉
明
、河
野
真
一
、

鶴
岡
嘉
治
、
鈴
木
優
輔
）

⑩
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術（
早
坂
ゆ
か
り
、

佐
々
木
透
、
早
坂
義
文
、
大
和
久
正
幸
）

⑪
鞍
馬
流
剣
術
（
柴
田
章
雄
、
渡
辺
良
雄
、
吉

田
穣
覚
、
松
井
康
一
）

⑫
直
心
影
流
薙
刀
術（
野
﨑
房
江
、福
嶋
相
子
）

⑬
小
野
派
一
刀
流
剣
術（
矢
吹
裕
二
、石
崎
徹
、

門
松
猛
、
鈴
木
宏
哉
）

⑭
神
道
夢
想
流
杖
術（
大
竹
俊
行
、安
田
嘉
一
、

神
之
薗
文
男
、
時
任
晴
美
）

⑮
立
身
流
兵
法
（
加
藤
紘
、
山
田
市
郎
、
圖
司

行
克
、
山
﨑
恒
弥
）

⑯
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術
（
建
入
久
代
、
永
埜

浩
司
、
本
多
日
向
子
、
福
永
護
）

⑰
大
東
流
合
気
柔
術（
近
藤
昌
之
、臼
山
秀
遠
、

滝
口
太
士
、
味
岡
功
磨
）

⑱
無
比
無
敵
流
杖
術（
根
本
憲
一
、村
木
浩
治
、

沢
幡
伸
男
、
小
國
英
智
）

⑲
北
辰
一
刀
流
剣
術（
髙
山
陽
好
、上
田
忠
夫
、

田
中
榮
治
、
兼
子
勝
喜
）

⑳
天
神
真
楊
流
柔
術
（
川
越
市
）（
柴
田
孝
一
、

柴
田
俊
充
）

㉑
鹿
島
新
當
流
剣
術
（
小
松
崎
政
史
、
横
尾
廣

美
、
今
井
淳
也
、
橋
本
大
）

以
上
、
21
流
派
・
76
名
参
加

大東流合気柔術

天神真楊流柔術（川越市）

立身流兵法

鞍馬流剣術

無比無敵流杖術

直心影流薙刀術
神道夢想流杖術

小野派一刀流剣術

北辰一刀流剣術

戸田派武甲流薙刀術

金硬流唐手・沖縄古武術
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真剣な表情で技の精度を確かめる参加者たち

　

術
技
交
流
研
修
会
が
大
会
前
日
の
10
月
９
日
、鹿
島
神
宮
内
の
武
徳
殿
で
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
を
考
慮
し
、
密
を
避
け
る
た
め
に
入
れ
替
え
制
で
実
施
さ
れ
た
。

各
流
派
の
参
加
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
の
精
度
や
間
合
い
を
丹
念
に
確
認
し
、
翌

日
の
大
会
に
備
え
た
。
な
お
、
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

演
武
大
会
の
開
催
に
先
立
ち

研修会の開会式で歓迎の言葉を述べる鹿島神宮の天海尉之禰宜（ねぎ）

術
技
交
流
研
修
会
を
開
催
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